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「湯沢の“いいとこ”見つけます」「湯沢の“いいとこ”見つけます」

（左から、増永洋子さん、岩間美幸さん、荻原佳さん）（左から、増永洋子さん、岩間美幸さん、荻原佳さん）

「湯沢の“いいとこ”見つけます」
　湯沢に住み、ジオサイトのガイドやジオパークの　湯沢に住み、ジオサイトのガイドやジオパークの
情報発信、小野小町の足跡探求や情報発信、滞在型情報発信、小野小町の足跡探求や情報発信、滞在型
観光プログラムの企画・開発などに取り組むのが、観光プログラムの企画・開発などに取り組むのが、
今年度結成された「地域おこし小町隊」の女性３人。今年度結成された「地域おこし小町隊」の女性３人。
今は湯沢を猛勉強中です今は湯沢を猛勉強中です

　湯沢に住み、ジオサイトのガイドやジオパークの
情報発信、小野小町の足跡探求や情報発信、滞在型
観光プログラムの企画・開発などに取り組むのが、
今年度結成された「地域おこし小町隊」の女性３人。
今は湯沢を猛勉強中です
（左から、増永洋子さん、岩間美幸さん、荻原佳さん）
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Michihiko  Namekawa

いよいよ今秋！
国民文化祭が開幕
開幕まで、あと「156日」

　国内最大の文化の祭典といわれる「国民文化祭」が、10月、秋田県を舞台に開幕します。
湯沢市では「音楽」と「漆」をテーマとした事業を行います。
　いよいよ開催年度を迎え、「湯沢に集う音楽の祭典」企画委員長の滑川さん、「うるし・
うるわし　湯沢、漆の祭典」企画委員長の佐藤さんに、国民文化祭への思いを伺いました。
■問い合わせ　第29回国民文化祭湯沢市実行委員会事務局（生涯学習課社会教育文化班内、☎73-2163）

湯沢に集う音楽の祭典　～ふるさと湯沢に息づく久遠の響き～

企画委員長 滑川 道彦
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うるし・うるわし　湯沢、漆の祭典　～ 縄文から未来へ ～　漆はなぜ日本人を魅了し続けるのか

企画委員長 佐藤 善六
■「
漆
」
縄
文
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か
ら
続
く
文
化

■
古
代
〜
現
代
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そ
し
て
未
来
へ

うるし・うるわし　湯沢、漆の祭典 ♪♪♪湯沢に集う音楽の祭典♪♪♪

◎10月 18 日開催の【ピアノの響き】ピアノリレー
　への参加者を追加募集しています。詳しくは、実
　行委員会事務局に問い合わせください。

▷うるし・うるわし ー縄文から未来へー 展
　日　時　10月４日（土）～ 11月３日（月）
　　　　　（10月６日、14日、20日、27日は休館）
　　　　　午前９時 30分～午後４時 30分
　会　場　湯沢文化会館展示室
　内　容　縄文時代の漆が塗られた土器から未来を見据
　　　　　えた漆工芸作品まで、漆文化の歴史を展示
▷全国漆器産地自慢の名品展
　日　時　10月４日（土）～ 11月３日（月）
　　　　　午前９時 30分～午後４時 30分
　会　場　川連漆器伝統工芸館
▷漆をテーマにした講演会
　日　時　10月８日（水）午後５時～６時 15分（予定）
　会　場　湯沢文化会館
▷漆工芸作品製作実演と沈金・蒔絵体験
　日　時　10月 17日（金）～ 20日（月）
　　　　　午前 9時～午後 5時（最終日は午後 4時まで）
　会　場　稲川農村環境改善センター多目的ホール

▷ピアノの響き
　日　時　10月 18日（土）午前９時 30分～午後５時
　会　場　雄勝文化会館メインホール
　内　容　公募ピアノ奏者によるピアノリレーコンサー
　　　　　ト、伊藤伸さんによるピアノコンサート
▷伝統の響き
　日　時　11月１日（土）午後１時 30分～４時
　会　場　湯沢文化会館大ホール
　内　容　全国各地の酒屋唄とお酒にちなんだ民謡の競演
▷楽器の響き
　日　時　11月 2日（日）午後２時～４時 50分
　会　場　湯沢文化会館大ホール
　内　容　公募吹奏楽団による演奏、プロの指揮者・ソ
　　　　　リスト、公募奏者による吹奏楽と合唱の演奏
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【
伝
統
の
響
き
】
と
し
て
、
全
国
的
に
有

名
な
酒
蔵
で
活
躍
し
て
い
る
南
部
杜
氏
や
越

後
杜
氏
な
ど
実
際
に
酒
造
り
を
す
る
杜
氏
が

集
ま
り
、
酒
屋
唄
を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
機
会
に
、
酒
蔵
で
歌
う
湯
沢
の
酒
屋

唄
も
復
活
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
酒
蔵
だ
け
で
し
か
、
も
し
く
は

蔵
人
し
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
酒
屋

唄
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た

市
民
歌
を
作
曲
し
た
作
曲
家
の
鈴
木
英
史
さ

ん
が
、
新
し
い
曲
を
作
曲
し
て
く
れ
ま
し
た
。

湯
沢
の
人
び
と
、
自
然
へ
捧
げ
る
思
い
が
込

め
ら
れ
た
曲
。
こ
の
初
演
が
【
楽
器
の
響
き
】

と
題
し
、
湯
沢
文
化
会
館
で
、
プ
ロ
と
公
募

に
よ
る
奏
者
の
共
演
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
せ
っ

か
く
の
機
会
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
、
も

し
く
は
会
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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。
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で
は
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文
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か
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れ
て
き
ま
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。
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は
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に
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の
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史
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。



◇　

申
し
込
み
の
流
れ　

◇

　

市
で
は
、
市
の
取
り
組
み
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
、
市
職
員
が
講
師

と
し
て
出
向
き
、
お
話
を
す
る
な
ど
の
学
習
支
援
事
業
『
湯
沢
市
出
前
講

座
』
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
開
設
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
「
自
主
的
な
活
動
」
、「
仲
間
づ
く
り
」
、「
地
域
づ
く
り
」
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
講
座
は
基
本
的
に
無
料
で
す
。

経済・産業

１　湯沢市の地熱エネルギー
　　○所要時間　30～120分
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型・体験型 
２　ゆざわジオパークを楽しもう
　　○所要時間　30～90分　○分類　視聴覚型・体験型
３　適切な利用で、農地を守ろう
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型

申し込み・問い合わせ

湯沢市生涯学習推進本部事務局
（市生涯学習課社会教育文化班内）
☎73－2163、FAX 72ー8515
*k-shogai@city.yuzawa.lg.jp
〒012－8501　湯沢市佐竹町1番1号

水道・下水道

１　下水道のしくみ
　　○所要時間　90分　○分類　視聴覚型・体験型
２　湯沢市の水道料金
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
３　湯沢市の水道水
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
４　水道施設見学会
　　○所要時間　120分　○分類　体験型

出前講座一覧

選挙

１　くらしの中の選挙（選挙準備期間中は不可）
　　○所要時間　60分　　○分類　聴講型

都市計画・交通

１　湯沢都市計画の概要
　　○所要時間　60分　　○分類　視聴覚型

戸籍・国保・年金・後期高齢者医療制度

１　湯沢市の国民健康保険（７～９月不可）
　　○所要時間　40～60分　　○分類　聴講型
２　後期高齢者医療講座（７～９月不可）
　　○所要時間　40分　　○分類　聴講型
３　国民年金講座 （７～９月不可）
　　○所要時間　40分　　○分類　聴講型

男女共同参画・少子化対策

１　男女共同参画社会
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型
２　少子化の現状と対策
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型

国際交流

１　湯沢市の国際交流
　　 International Exchange of Yuzawa City
　　○所要時間　30分　　○分類　視聴覚型

行政・財政・市税

１　湯沢市の財政状況
　　○所要時間　40分　　○分類　聴講型
２　税のしくみ （市県民税の申告）1月～4月不可
　　○所要時間　60分　　○分類　視聴覚型    
３　 税のしくみ（固定資産税の仕組み）1月～4月不可
　　○所要時間　60分　　○分類　視聴覚型

くらし・ごみ・環境

１　高齢者を狙う悪質商法
　　○所要時間　45分　　○分類　聴講型   
２　最近の悪質商法
　　○所要時間　45分　　○分類　聴講型
３　湯沢市参加・協働のまちづくり
　　○所要時間　30分　　○分類　聴講型・視聴覚型

○
と　

き　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
問
わ
ず
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま

　

で
の
２
時
間
以
内
（
12
月
27
日
〜
１
月
４
日
は
除
く
）

※

業
務
上
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

会
場
は
、
主
催
者
側
で
準
備
す
る
こ
と

○
対　

象　

市
内
在
住
・
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
人
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
、

　

サ
ー
ク
ル
等
で
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
団
体

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇　

ご
利
用
の
ル
ー
ル　

◇

福祉・子育て

１　福祉医療講座（７～９月不可）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
２　児童虐待防止講座
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型 
３　障がい者福祉講座
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
４　湯沢市災害時要援護者避難支援プラン（全体計画）
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型

その他市政に関すること

１　建築家・白井晟一
　　○所要時間　30分　○分類　視聴覚型　　
２　元気ムラ活動事例紹介
　　○所要時間　20分　○分類　視聴覚型

しら い せいいち

『
湯
沢
市
出
前
講
座
』

　
　
　
　

今
年
度
も
開
講
し
ま
す

こ
の
出
前
講
座
は
陳
情
の
場
で
は
な
く

　
　
　

市
民
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

○
講
座
の
実
施

　

希
望
講
座
に
関
す
る
講
師
を
派
遣
し
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

講
座
を
通
じ
、
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す

○
日
程
等
を
調
整
後
、
決
定
通
知
書
を
発
送

　

申
し
込
み
団
体
、
講
座
担
当
課
と
日
程
や
具
体
的
な
講
座
内
容
な
ど
を

　

調
整
し
、
出
前
講
座
実
施
承
認
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

○
希
望
講
座
を
選
択

　

下
記
出
前
講
座
一
覧
か
ら
希
望
す
る
講
座
を
選
び
ま
す
（
講
座
の
詳
細

　

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
出
前
講
座
受
講
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
み

　

希
望
実
施
日
の
二
十
一
日
（
三
週
間
）
前
ま
で
に
、
左
記
に
備
え
付
け

　

て
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
、
フ
ァ

　

ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
も
可
能
で
す
（
配
布
・
提
出
先
＝
生
涯
学
習
課
、

　

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
）

教育・文化・スポーツ

１　安全・安心のための学校給食環境整備事業
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型
２　魅力ある道徳教育
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
３　学校支援地域本部のすすめ
　　○所要時間　45分　○分類　視聴覚型
４　湯沢市の文化財
　　○所要時間　30～45分　
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型
５　　国民文化祭・あきた2014（11月以降は不可）
　　○所要時間　30～45分　○分類　聴講型
６　体力年齢を知って健康保持増進！
　　○所要時間　40～50分　
　　○分類　聴講型・体験型
７　ニュースポーツ紹介
　　○所要時間　30～40分　○分類　聴講型
８　湯沢市のスポーツ施設
　　○所要時間　30～40分　○分類　聴講型
９　身近で気軽に楽しくスポーツ
　　○所要時間　30～40分　○分類　聴講型
10　湯沢地域と湯沢の地区センターとの関わり
　　○所要時間　45分　○分類　聴講型
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4月1日から消費税率および地方消費税率が5％から8％へ引き上げられました。
消費税率改定に伴い、6月請求分から上下水道料金は次のとおり改定になります。

上下水道料金が改定されますすがが す改定さ定定改改が改 すれますす道料金が改定されま道料金が改定されま水道道 す定定 ま下下 れれさ定定定定改定改改がが料道料道料料道道水水水道下下下水水水水水水水上

下水道使用料および浄化槽使用料

■問い合わせ　
　水道課管理業務班
　（☎73‒2165内線452～454）

　下水道課管理業務班
　（☎73‒2166内線459・462）（基本料金は8㎥まで、超過料金は1㎥につき）水 道 料 金

超過料金
164円
185円
216円

6月請求分から
基本料金
1,851円
1,851円
2,468円

メータ口径
13～20㎜
25㎜

30～50㎜

○簡易水道（例・山田簡易水道）　※その他の簡易水道は、市のホームページをご覧ください。

超過料金
160円
180円
210円

5月請求分まで
基本料金
1,800円
1,800円
2,400円

メータ口径
13～20㎜
25㎜

30～50㎜

➡

超過料金
133円
216円

6月請求分から
基本料金
2,777円
2,880円

メータ口径
13～25㎜
30～50㎜

○稲川上水道（皆瀬地区の一部(菅生・瀬野ケ沢・藤倉・白沢・仏師ヶ沢)）

超過料金
130円
210円

5月請求分まで
基本料金
2,700円
2,800円

メータ口径
13～25㎜
30～50㎜

➡

超過料金
216円
253円

6月請求分から
基本料金
2,246円
2,468円

メータ口径
13～25㎜
30～50㎜

○稲川上水道（駒形・川連・三梨・稲庭地区）

超過料金
210円
246円

5月請求分まで
基本料金
2,184円
2,400円

メータ口径
13～25㎜
30～50㎜

➡

超過料金
159円
216円

6月請求分から
基本料金
1,645円
1,851円

メータ口径
13～25㎜
30～50㎜

○湯沢上水道

超過料金
155円
210円

5月請求分まで
基本料金
1,600円
1,800円

メータ口径
13～25㎜
30～50㎜

➡

※稲川地区で組合施工した場合は、改定後も基本料金に3,200円が加算されます。

※山田地区（山田中央・深堀・山田東部・松岡）
※稲川地区で組合施工した場合は、改定後も基本料金に3,200円が加算されます。

山田・皆瀬・
小安地区　　
1,100円
  140円
  150円
  160円
  170円
   75円

湯沢・稲川・
院内地区　　
1,100円
  150円
  160円
  170円
  180円
   75円

区分／用途

基本料金

超過料金（一般用）
1㎥につき

超過料金（公衆浴場等用）

排除汚水量　

5月請求分まで 下水道使用料

皆瀬地区
2,900円
3,200円
3,500円
3,800円
4,500円
－

7,000円
9,600円
17,200円　

稲川地区
3,000円
－

3,700円
－

4,700円
6,700円
－

10,000円　
－

5月請求分まで 

5人槽
6人槽
7人槽
8人槽
10人槽
16人槽
18人槽
25人槽
50人槽

浄化槽使用料
人槽区分 皆瀬地区

2,980円
3,290円
3,590円
3,900円
4,620円
－

7,190円
9,870円
17,690円　

稲川地区
3,080円
－

3,800円
－

4,830円
6,890円
－

10,280円　
－

6月請求分から

➡

6㎥まで　
7～20㎥　
21～50㎥　
51～100㎥　
101㎥～　　
6㎥超　　　

山田・皆瀬・
小安地区　　
1,131円
  143円
  154円
  164円
  174円
   77円

湯沢・稲川・
院内地区　　
1,131円
  154円
  164円
  174円
  185円
   77円

6月請求分から

➡

『つながろう消費者『つながろう消費者
  ～安全・安心なくらしのために～』  ～安全・安心なくらしのために～』
『つながろう消費者
  ～安全・安心なくらしのために～』

　

増え続ける電話勧誘トラブル（相談事例から）
１　１　注文した覚えがないのに「以前注文された商品を送ります」と
　　電話があり、翌日荷物が届いてしまった
２　２　電話での説明に相づちを打って聞いていただけなのに、契約した
　　ことになっていた
３　一度だけのつもりで購入した商品が、届いてみたら定期コースの
　　申し込みになっていた
４　４　公的機関の職員を名乗る電話があり、聞かれるままに生年月日や
　　家族構成を話してしまった
５　５　電話勧誘や訪問販売を断ったら、仕返しされるのではないか心配

トラブル・被害防止のために

お得な話、もうかる話をすぐに信用しない。契約内容や支払方法などは、
よく確認する

すぐに返事をしない、一人で決めない。クーリングオフできる場合もあ
るので、消費生活センターに相談する

必要のないものは買わない。「結構です」「まず、えんし」といったあい
まいな表現ではなく「いりません」「必要ありません」とキッパリ断る

すぐに契約しない。分からないものは契約しない。契約の意思がないと
きはキッパリ断る

うのみにしない　＝

相 談 す る　＝

こ と わ る　＝

契 約 し な い　＝

　昨年度、市消費生活センターに寄せられたトラブルや被害の相談のうち、約4割が70歳以上の高齢者か
らの相談でした。自宅にいることの多い高齢者は、電話勧誘や訪問販売による被害に遭いやすく、同じ人
が再び被害に遭う「二次被害」も増加傾向にあります。　
　被害防止のためには、トラブルの事例や手口を知っておくとともに、家族や周りの人の見守り、協力が
必要です。

5月は消費者月間です　平成26年度消費者月間統一テーマ

う

け
こ
そ

♦心配なとき、困ったときは、早めに相談を！
　湯沢市消費生活センター（☎72ー0874／相談直通、☎73ー2115／くらしの相談課）
　相談時間は午前8時30分～午後5時
♦市役所新庁舎一階に移転しました
　プライバシー保護などの観点から、消費生活センター専用相談室を設け
ました。一人で悩まず、まずは相談してください。
　各地域の支所や、相談者の自宅へ出張しての相談も受け付けしています。



【
対
象
】
生
後
３
月
〜
７
歳
半

　

■
１
期
初
回
＝
20
日
以
上
、
標
準
的
に
は

　
　

56
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
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　市民の皆さんの自主的な協力によって、明るい選挙の実施を図るために活動している「湯沢市
明るい選挙推進協議会委員」の任期満了（３月31日）により、新たに次のかたがたが、選挙管理
委員会委員長から委嘱されました。
　湯沢市明るい選挙推進協議会は、新成人への選挙に関するパンフレットの配布、市内スーパー
マーケットやイベント会場での啓発活動など、市民の皆さんに少しでも選挙に関心を持っていた
だけるよう活動しています。

湯沢市明るい選挙推進協議会委員紹介

○平成27・28年度執行予定選挙の投票立会人および期日前投票立会人を募集します

◎湯沢市明るい選挙推進協議会委員（任期：平成26年４月１日～28年３月31日）

会　長

副会長

評議員

委　員

委　員 委　員

■応募方法
　▷電話またはファクスで、住所・氏名・生年月日・電
　　話番号、政党などの政治団体に所属している場合は、
　　その名称をお知らせください
■選任方法
　▷資格審査を行い、立会人候補者として登録します
■申込期限
　▷５月 30 日（金）
■申し込み・問い合わせ
　▷湯沢市選挙管理委員会事務局
　　（☎73-2154、ファクス 72-3780）へ

【期日前投票立会人】
▷時　　間　午前８時 30 分～午後８時
▷期　　日　公示（告示）の日の翌日から
　　　　　　投票日の前日まで
▷立会場所　自分が住んでいる地域の
　　　　　　期日前投票所
▷報　　酬　一日につき 9,500 円

【投票立会人】
▷時　　間　午前７時～午後７時
▷期　　日　投票日１日
▷立会場所　自分が投票する投票所
▷報　　酬　日額 10,700 円

～ みんなで投票　きれいな選挙 ～

佐藤　昭二（内　町）

石垣　幸美（三　梨）
髙橋　　光（小　野）
佐藤　辰郎（皆　瀬）

柴田　忠吉（前　森）
大山　トキ（松　岡）
佐藤　典子（関　口）
小場美和子（角　間）
髙橋　文子（稲　庭）
後藤　忠憲（駒　形）
杉　レイ子（下院内）
　　まつ子（小　野）
佐藤　永助（皆　瀬）

高橋　ヱツ（湯ノ原）
佐々木榮子（清水町）
鈴木　　薫（松　岡）
高橋久美子（深　堀）

佐々木順一（上　関）
渡部美代子（　森　）
柿崎幸二郎（杉　沢）
高橋　雄子（岩　崎）
岩井川たみ子（成　沢）
佐藤　興一（倉　内）
高橋　永吉（八　幡）
佐藤　正子（酒　蒔）
澁谷　春子（相　川）
姉崎　厚子（高　松）
宮原ゆう子（高　松）
髙橋　郁子（稲　庭）
栗原　誠司（稲　庭）
髙久　幸子（稲　庭）
藤原　寿子（三　梨）
大友千加子（三　梨）
佐藤　育子（川　連）
佐藤　秀雄（川　連）
樋渡　和子（川　連）
西成　祐子（川　連）

阿部千鶴子（駒　形）
柴田つた子（駒　形）
阿部眞紀子（駒　形）
栗山眞知子（下院内）
小西　信子（下院内）
寺門八洲雄（横　堀）
吹谷　和郎（横　堀）
金澤せつ子（横　堀）
米村　良治（横　堀）
髙階　豊太（横　堀）
由利　力男（秋ノ宮）
由利　君夫（秋ノ宮）
菅　　惠子（小　野）
藤原　運悦（小　野）
清水　　保（泉　沢）
麻生　圭一（皆　瀬）
髙橋　昭三（皆　瀬）
髙橋　忠市（皆　瀬）

近
年
の
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
導
入
に
伴
う
、
過
密
化
し
た
定
期
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
緩
和
と
適
切
な
接
種
の
た
め
に
、
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
接
種
間
隔
や
接
種
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

間
隔
の
上
限
が
「
標
準
的
」
に
な
り
、
上
限
を
超
え
た
場
合
で
も
定
期
接
種
と
し
て
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

予

〇
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生
班
（
☎
73
２
１
２
４
内
線
２
５
１
〜
２
５
３
）
へ

（
三
）
種
混
合

四

【
対
象
】
生
後
２
月
〜
５
歳

　

標
準
的
な
接
種
開
始
時
期
（
生
後
２
月
〜

　

７
月
未
満
）
に
接
種
し
た
場
合
（
生
後
７

　

月
以
降
に
接
種
開
始
し
た
場
合
は
異
な
り

　

ま
す
）

　

■
初
回
＝
27
日
以
上
、
標
準
的
に
は
56
日

　
　

ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
３
回

　

■
追
加
＝
初
回
終
了
後
７
月
以
上
、
標
準

　
　

的
に
は
13
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
１

　
　

回

※

た
だ
し
、
初
回
２
・
３
回
目
は
生
後
12
月

ま
で
に
行
う
。
こ
れ
を
過
ぎ
た
場
合
は
接
種

不
可
（
追
加
接
種
は
可
能
）
。

◎
変
更
の
ポ
イ
ン
ト　

初
回
接
種
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
る
期
間
が
「
１
歳
ま
で
」
に

　

な
り
ま
し
た

　
　

降
に
１
回
（
標
準
は
生
後
12
月
〜
生
後

　
　

15
月
の
間
）

※

た
だ
し
、
初
回
２
・
３
回
目
は
生
後
24
月

ま
で
に
行
う
。
こ
れ
を
過
ぎ
た
場
合
は
接
種

不
可
（
追
加
接
種
は
可
能
）
。
ま
た
、
初
回

２
回
目
の
接
種
が
生
後
12
月
を
超
え
た
場
合
、

初
回
３
回
目
は
接
種
不
可
（
追
加
接
種
は
可

能
）
。

◎
変
更
の
ポ
イ
ン
ト　

①
初
回
接
種
が
「
１

　

歳
ま
で
」
に
な
り
、
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
期
間
が
「
２
歳
ま
で
」
に
延
長
さ
れ
ま

　

し
た
②
初
回
２
回
目
が
１
歳
を
超
え
た
場

　

合
、
初
回
３
回
目
の
接
種
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

　
　

予
め
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
予
約
を
し

　
　

て
か
ら
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
　

接
種
の
際
は
、
接
種
券
・
予
診
票
・
母

　
　

子
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
（
接
種
券
等

　
　

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
　

定
期
接
種
と
は
、
予
防
接
種
法
に
お
い

　
　

て
市
が
実
施
す
る
予
防
接
種
で
、
対
象

　
　

者
は
全
額
助
成
（
無
料
）
で
接
種
を
受

　
　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ブ
ヒ

【
対
象
】
生
後
６
月
（
標
準
は
３
歳
）
〜
７

　

歳
半
、
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
19
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ

　

■
初
回
＝
６
日
以
上
、
標
準
的
に
は
28
日

　
　

ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
２
回

　

■
追
加
＝
初
回
終
了
後
６
月
以
上
、
標
準

　
　

的
に
は
お
お
む
ね
１
年
の
間
隔
を
お
い

　
　

て
１
回

◎
変
更
の
ポ
イ
ン
ト　

追
加
接
種
が
、
初
回

　

終
了
後
、
お
お
む
ね
１
年
の
間
隔
が
必
要

　

で
し
た
が
、
６
月
以
上
の
間
隔
で
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す

本
脳
炎
１
期

日【
対
象
】
中
学
校
１
年
生
〜
高
校
１
年
生
の

　

女
子
（
勧
奨
差
し
控
え
中
）

　

■
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
＝
１
回
目
か
ら
１
月

　
　

後
、
６
月
後
の
計
３
回
（
こ
の
方
法
が

　
　

取
れ
な
い
場
合
、
１
回
目
か
ら
１
月
後
、

　
　

５
月
後
か
つ
２
回
目
か
ら
２
月
半
後
の

　
　

計
３
回
）

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ヒ

【
対
象
】
生
後
２
月
〜
５
歳

　

標
準
的
な
接
種
開
始
時
期
（
生
後
２
月
〜

　

７
月
未
満
）
に
接
種
し
た
場
合
（
生
後
７

　

月
以
降
に
接
種
開
始
し
た
場
合
は
異
な
り

　

ま
す
）

　

■
初
回
＝
標
準
的
に
は
生
後
12
月
ま
で
に

　
　

27
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
３
回

　

■
追
加
＝
初
回
終
了
後
60
日
以
上
の
間
隔

　
　

を
お
い
た
後
で
あ
っ
て
、
生
後
12
月
以

児
用
肺
炎
球
菌

小

（ただし書きの例）生後２月で１回目を接種し、１歳までに３回目の接種ができなかった場合

（上段）標準的接種の例

（下段）ただし書きの例

【ヒブ】 生後2月 1歳

2歳

3歳
4歳

5歳

27日以上の間隔 27日以上の間隔

27～56日の間隔 27～56日の間隔 ７～13月の間隔

（ただし書きの例）生後２月で１回目を接種し、２回目の接種が１歳以降になった場合

（上段）標準的接種の例

（下段）ただし書きの例

【小児用肺炎球菌】

27日以上の間隔 60日以上
の間隔

27日以上の間隔 27日以上の間隔

① ② ③ 追加

①

① ② ③

① ② 追加

② 追加

生後2月

2歳

3歳
4歳
5歳生後12月 生後15月

60日以上の間隔 かつ1歳以降
追加

初回接種可能期間

初回接種可能期間

防
接
種
の
お
知
ら
せ
〜
接
種
間
隔
が
変
わ
り
ま
し
た
〜



　

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
群
生
地
、
雄
勝
東
山

公
園
に
皆
さ
ん
で
散
策
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

◯
と　

き　

5
月
27
日
㈫
午
前
9
時
〜
午

　

後
4
時
／
湯
沢
駅
前
集
合

◯
と
こ
ろ　

東
山
森
林
公
園
ほ
か

◯
参
加
料　

三
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
7
日

　

㈬
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

　

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

高
松
地
区
セ
ン
タ
ー
二
階
に
湯
沢
市
郷

土
学
習
資
料
展
示
施
設
を
開
設
し
ま
し
た
。

三
途
川
化
石
資
料
や
埋
蔵
文
化
財
資
料
の

展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
指
定
有
形
文
化
財
旧
雄
勝
郡

会
議
事
堂
も
常
時
公
開
し
て
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
湯
沢
市
郷
土
学
習
資
料
展
示
施
設
】

◯
開
館
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

　

時
30
分（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
休
館
）

◯
と
こ
ろ　

高
松
地
区
セ
ン
タ
ー
二
階

◯
入
館
料　

無
料

【
旧
雄
勝
郡
会
議
事
堂
】

◯
開
館
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

　

時
30
分
（
1
月
〜
3
月
休
館
）

◯
と
こ
ろ　

北
荒
町
2
―
20

◯
入
館
料　

無
料　

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
内
線
6
4
1

　

〜
6
4
4
）
へ

　

平
成
26
年
4
月
1
日
付
で
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。

■
宮み
や

原は
ら

ナ
ナ
子こ

さ
ん（
湯
沢
地
域
／
再
任
）

■
武た
け

石い
し

茂し
げ
る

さ
ん
（
湯
沢
地
域
／
再
任
）

■
齋さ
い

藤と
う

千ち

鶴ず

子こ

さ
ん（
雄
勝
地
域
／
新
任
）

◯
任　

期　

平
成
26
年
4
月
1
日
〜
平
成

　

29
年
3
月
31
日

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
2
2
内
線
2
1
1
）
へ

　

秋
田
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
・
事
業
が

よ
り
効
果
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、

推
進
的
役
割
を
担
う
推
進
員
を
募
集
し

ま
す
。（
県
が
指
定
す
る
研
修
を
受
講
し
、

必
要
単
位
を
取
得
後
、
秋
田
県
知
事
よ
り

正
式
に
「
あ
き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
」
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
す
）
詳
し
く
は
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
男
女
共
同
参
画

　

・
少
子
化
対
策
室
（
☎
73
2
1
1
3
内

 

線
5
6
2
）
へ

【
戦
没
者
遺
族
相
談
員
】

■
高た
か

橋は
し

二じ

郎ろ
う

さ
ん
（
皆
瀬
字
藤
倉
／
☎
46

　

2
5
4
1
）

■
高た

か

橋は
し

武た
け

雄お

さ
ん
（
三
梨
町
字
菻
田
／
☎

　

42
3
6
0
4
）

■
武た

け

田だ

亜あ

起き

夫お

さ
ん
（
羽
後
町
西
馬
音
内

　

字
中
町
／
☎
62
1
4
6
6
）

・
相
談
内
容　

生
活
上
の
問
題
や
利
用
可

　

能
な
福
祉
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談
／

　

戦
没
者
遺
族
の
各
種
年
金
・
給
付
金
な

　

ど
に
関
す
る
相
談

【
戦
傷
病
者
相
談
員
】

■
土つ

ち

田だ

祐ゆ
う

輝き

さ
ん
（
横
手
市
黒
川
字
鶴
巻

　

田
／
☎
0
1
8
2
38
2
6
4
5
）

・
相
談
内
容　

生
活
上
の
問
題
や
利
用
可

　

能
な
福
祉
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談
／

　

戦
傷
病
者
の
各
種
年
金
・
給
付
金
な
ど

　

に
関
す
る
相
談

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
2
2
内
線
2
1
1
）
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　

児
童
福
祉
班
（
☎
73
2

 

1
1
1
内
線
2
1
9
）

　

へ

自
然
観
察
会 

in

　
　
　
　

東
山
森
林
公
園

4
月
か
ら
手
当
の
額
が

変
わ
っ
て
い
ま
す

湯
沢
市
郷
土
学
習
資
料
展
示

施
設
の
開
設
と
旧
雄
勝
郡
会

議
事
堂
公
開
の
お
知
ら
せ

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族

相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

2014.05.01
11

湯
沢
市
人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

「
あ
き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
」

の
募
集
に
つ
い
て

児童1人目　　

児童2人目　　

児童3人目以降

支 給 区 分 全部支給 一部支給（所得により手当額が決定）

41,020円

 5,000円加算

1人につき3,000円加算

41,010円～9,680円

障 害 等 級

手 当 月 額

1　級

【特別児童扶養手当　月額】

【児童扶養手当　月額】

49,900円

2　級

33,230円

　

湯
沢
地
域
に
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た

戦
後
の
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
・
白
井

晟
一
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
作
品
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

5
月
13
日
㈫
〜
15
日
㈭
／
午

　

前
8
時
30
分
〜
午
後
10
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
班

　
（
☎
73
2
1
1
3
内
線
5
5
3
）
へ

◯
勤
務
場
所　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
宕
荘

　
（
関
口
字
石
田
1
0
8
）

◯
主
な
業
務　

入
所
者
の
日
常
生
活
上
の

　

支
援
、
外
出
の
送
迎

◯
雇
用
期
間　

9
月
30
日
㈫
ま
で

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
の
可
能
性
あ
り
。

○
勤
務
日　

施
設
シ
フ
ト
表
に
よ
る

○
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　

時
15
分
／
午
後
4
時
30
分
〜
翌
日
午
前

　

8
時
45
分
ほ
か（
夜
勤
は
月
4
回
程
度
）

○
報　

酬　

日
額
六
千
円
〜

○
福
利
厚
生　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

　

加
入

○
募
集
人
数　

1
〜
2
人

○
応
募
資
格　

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

　

で
き
る
人
、
普
通
自
動
車
免
許

○
応
募
方
法　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

○
応
募
期
限　

5
月
14
日
㈬

○
採　

用　

書
類
選
考
の
上
、面
接
を
実
施

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人

　

事
給
与
班
（
☎
73
2
1
1
2
内
線
5
3

 

3
）
へ　

◯
勤
務
場
所　

市
立
湯
沢
保
育
所

◯
主
な
業
務　

乳
幼
児
の
保
育
、
行
事
の

　

企
画
運
営

◯
雇
用
期
間　

9
月
30
日
㈫
ま
で

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
の
可
能
性
あ
り
。

○
勤
務
日　

施
設
シ
フ
ト
表
に
よ
る

○
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　

時
15
分
ほ
か
（
早
出
退
出
勤
務
あ
り
）

○
報　

酬　

日
額
六
千
三
百
円

○
福
利
厚
生　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

　

加
入

○
募
集
人
数　

1
人

○
応
募
資
格　

保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
免

　

許
あ
れ
ば
な
お
可
）

○
応
募
方
法　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

○
応
募
期
限　

5
月
14
日
㈬

○
採　

用　

書
類
選
考
の
上
、面
接
を
実
施

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人

　

事
給
与
班
（
☎
73
2
1
1
2
内
線
5
3

 

3
）
へ　

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、
原

動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

◯
納
付
期
限　

6
月
2
日
㈪

※
納
税
通
知
書
は
5
月
2
日
㈮
に
発
送
し

ま
す
。
忘
れ
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

【
軽
自
動
車
税
の
減
免
】

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、
歩
行

が
困
難
な
人
が
所
有
す
る
車
両
等
は
、
一

定
の
条
件
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

・
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
納
税
通
知
書

　

②
印
鑑
③
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

　

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳
な
ど
④
実
際
に
運
転
す
る

　

人
の
運
転
免
許
証

・
申
請
期
限　

5
月
26
日
㈪

・
申
請
場
所　

本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
税
務
窓
口

※
申
請
の
対
象
と
な
る
車
両
は
一
台
の
み
。

（
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両
方
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

◯
納
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

納
税
班
（
☎
73
2
1
1
8
内
線
1
3
1
、

　

1
3
2
）
へ

◯
課
税
内
容
・
減
免
に
関
す
る
問
い
合
わ

　

せ　

税
務
課
市
民
税
班
（
☎
73
2
1
1

 

8
内
線
1
3
9
、
1
4
1
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
開
催
日
と
コ
ー
ス　

▽
第
1
回
＝
5
月

　

18
日
㈰
林
道
城
址
線
コ
ー
ス
、
▽
第
2

　

回
＝
6
月
8
日
㈰
市
民
の
森
コ
ー
ス
、

　

▽
第
3
回
＝
7
月
13
日
㈰
御
獄
山
コ
ー

　

ス
、
▽
第
4
回
＝
9
月
14
日
㈰
湯
沢
城

　

址
コ
ー
ス
、
▽
第
5
回
＝
10
月
12
日
㈰

　

ダ
リ
ア
園
コ
ー
ス

※
水
分
補
給
の
飲
料
水
は
各
自
で
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

◯
集　

合　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

　

集
合
、
午
前
5
時
30
分
出
発

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

白し
ら

井い

晟せ
い

一い
ち

パ
ネ
ル
展

支
援
補
助
員
の
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
納
付
と
減
免

の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
健
康
ウ
ォ
ー
ク

2014.05.01
10

保
育
士
の
募
集



◯
と　

き　

5
月
21
日
㈬
〜
11
月
5
日
㈬

　

／
午
後
7
時
〜
9
時
（
全
23
回
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養

　

成
講
座
基
礎
課
程
（
45
時
間
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
千
五
百

　

十
二
円
は
自
己
負
担
）

◯
対　

象　

手
話
経
験
者
で
、
15
歳
以
上

　

の
人

◯
定　

員　

20
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
15
日

　

㈭
ま
で
、
湯
沢
市
手
話
の
会
会
長
宮
原

　

晃
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
1
―
4
2
2

 

2
）
ま
た
は
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班

　

☎
73
2
1
2
2
内
線
2
1
5
･
2
1

 

6
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

5
月
25
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

　

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

　

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

　

広
域
消
防
署
救
急
係（
☎
73
3
1
5
1
）

　

へ

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
「
働
き
た
い
、
働

き
続
け
た
い
、
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」

を
手
伝
う
た
め
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◯
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

　

時
15
分
（
月
曜
日
〜
土
曜
日
）

◯
と
こ
ろ　

複
合
施
設
ぱ
あ
と
な
あ
内

　
（
両
神
15
番
地
1
号
）

【
就
業
支
援
】　

①
職
業
評
価
、
職
場
開
拓
、

　

職
場
実
習
、
定
着
指
導
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー

　

チ
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

や
他
の
機
関
と
連
携
し
た
職
場
開
拓

【
生
活
支
援
】　

①
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
、

　

日
常
生
活
や
地
域
で
の
生
活
に
関
す
る

　

助
言
・
相
談
②
福
祉
事
務
所
、
保
健
所

　

医
療
機
関
な
ど
と
の
連
絡
・
調
整

【
事
業
主
支
援
】　

新
規
雇
用
や
継
続
雇
用

　

に
係
る
各
種
制
度
や
関
係
機
関
の
活
用

　

の
ほ
か
、
雇
用
管
理
上
の
課
題
な
ど
に

　

つ
い
て
助
言

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
障
害
者
就
業

　

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ

　
（
☎
55
8
6
5
0
）
へ

◯
と　

き　

6
月
25
日
㈬
〜
9
月
24
日
㈬

　

／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

◯
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

◯
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

　

の
基
礎
操
作
な
ど

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

◯
定　

員　

15
人
（
面
接
な
ど
に
よ
り
選

　

考
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
30
日

　

㈮
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

　

6
1
1
7
）
へ

◯
応
募
資
格　

①
秋
田
県
出
身
者
で
、
文

　

部
科
学
省
所
轄
の
国
・
公
・
私
立
の
大

　

学
、
短
大
に
今
春
入
学
し
た
人
（
自
治

　

医
科
大
学
、
産
業
医
科
大
学
お
よ
び
通

　

信
教
育
部
、
放
送
大
学
を
除
く
）
②
高

　

校
卒
業
後
3
年
以
内
の
人
、
高
卒
認
定

　

者
は
中
学
校
卒
業
後
6
年
以
内
の
人
③

　

学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

　

人
（
父
母
の
特
別
控
除
後
の
認
定
所
得

　

金
額
合
計
が
二
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ

　

と
）

◯
募
集
人
員　

30
人
程
度
（
応
募
者
多
数

　

の
場
合
は
選
考
に
よ
る
）

◯
奨
学
金　

月
額
五
万
円

◯
申
込
方
法　

5
月
7
日
㈬
か
ら
5
月
26

　

日
㈪
ま
で
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、
必

　

要
な
書
類
を
添
え
て
、
左
記
ま
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

◯
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ　

㈶
秋
田
県
育

　

英
会
（
〠
010
―
0951
秋
田
県
山
王
4
―
1

　

―
2
、
☎
0
1
8
―
8
6
7
―
2
3
1

 

1
）
へ

◯
と　

き　

7
月
25
日
㈮
〜
8
月
17
日
㈰

※
事
業
に
よ
り
日
程
は
異
な
り
ま
す
。

◯
派
遣
先　

米
国
、英
国
、豪
州
、カ
ナ
ダ
、

　

サ
イ
パ
ン
、
セ
ブ
、
フ
ィ
ジ
ー

◯
内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

　

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

◯
対　

象　

小
学
3
年
生
〜
高
校
3
年
生

◯
参
加
料　

二
十
五
万
円
〜
六
十
五
万
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団

　

法
人
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
☎
0

 

3
―
6
4
1
7
―

 

9
7
2
1
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

　

スhttp:\\w
w
w
.

　

kskk.or.jp

）
へ

手
話
教
室
の
開
催

求
職
支
援
訓
練

「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
」

受
講
者
募
集

平
成
26
年
度
㈶
秋
田
県
育
英
会

「
大
学
月
額
奨
学
金
」

奨
学
生
募
集

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

新
設
オ
ー
プ
ン

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

2014.05.01
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◯
お
題
「
本
」

※「
本
」
は
、「
ぼ
ん
」、「
ぽ
ん
」、「
も
と
」

な
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
も
よ
く
、「
本
」

の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
本
を
表
す
内
容
で
あ
れ
ば
、

「
本
」
の
文
字
が
な
い
場
合
で
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
詠
進
歌　

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

　

短
歌
で
一
人
一
首
（
未
発
表
の
も
の
）

◯
詠
進
方
法　

習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に

　

用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

　

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性

　

別
お
よ
び
職
業
を
毛
筆
で
縦
書
き
に
書

　

い
て
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
毛

　

筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

　

合
は
、
理
由
を
別
紙
に
書
く
こ
と
）

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
詠
進
期
間　

9
月
20
日
㈯
ま
で
直
接
宮

　

内
庁
式
部
職
へ

◯
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ　

〠
100
―
8111
宮

　

内
庁
（
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

　

スhttp://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

）へ

【
エ
ク
セ
ル
初
級
講
習
】

・
講
習
期
間　

5
月
27
日
㈫
、
28
日
㈬

・
定　

員　

10
人

◯
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

　

家
屋
や
土
蔵
な
ど
の
解
体
時
、
登
録
さ

れ
て
い
な
い
刀
剣
や
鉄
砲
な
ど
を
発
見
し

た
と
き
は
、
登
録
審
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◯
と　

き　

5
月
9
日
㈮
、
7
月
10
日
㈭
、

　

9
月
10
日
㈬
、
11
月
10
日
㈪
、
平
成
27

　

年
1
月
9
日
㈮
、
3
月
10
日
㈫
／
毎
回

　

午
前
9
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

県
庁
第
二
庁
舎
四
階
高
機
能

　

会
議
室

◯
手
数
料　

登
録
申
請
手
数
料
＝
六
千
三

　

百
円
、
再
交
付
申
請
手
数
料
＝
三
千
五

　

百
円
（
証
紙
で
受
け
付
け
ま
す
）

◯
持
ち
物　

①
登
録
し
た
い
銃
砲
刀
剣
類

　

②
発
見
届
出
済
証
③
手
数
料
④
運
転
免

　

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
を
確
認

　

で
き
る
物
⑤
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

◯
問
い
合
わ
せ　

県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

　

文
化
保
護
室
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―

　

5
1
9
4
）
へ

◯
と　

き　

5
月
17
日
か
ら
8
月
2
日
ま

　

で
の
毎
週
土
曜
日
／
午
後
6
時
30
分
〜

　

8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

　

タ
ー

◯
受
講
料　

千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
15
日

　

㈭
ま
で
、
太
極
拳
事
務
局
鈴
木
（
☎
73

　

1
1
9
3
）
へ

◯
と　

き　

5
月
17
日
㈯
午
後
4
時
〜
6
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
市
民
口こ

う

福ふ
く

セ
ミ
ナ
ー
〜
な

　

ぜ
、『
か
か
り
つ
け
歯
科
医
』
の
い
る

　

人
は
長
寿
な
の
か
」

◯
講　

師　

星ほ
し

旦た
ん

二じ

さ
ん
（
首
都
大
学
東

　

京
・
大
学
院
教
授
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
雄
勝
郡
歯
科
医

　

師
会
学
術
担
当
（
に
し
も
な
い
な
が
さ

　

わ
歯
科
医
院
内
☎
0
1
8
3
55
8
3
5

 

5
）
へ

◯
と　

き　

5
月
18
日
か
ら
6
月
22
日
ま

　

で
の
毎
週
日
曜
日
（
全
6
回
／
午
前
9

　

時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

稲
川
交
流
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

◯
参
加
料　

大
人
＝
二
千
円
、
高
校
生
以

　

下
＝
千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
テ
ニ

　

ス
ク
ラ
ブ
皆
川
（
☎
0
9
0
―
9
4
2

 

3
―
8
8
9
3
）
へ

　

㈶
秋
田
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
県
内

で
学
ぶ
外
国
出
身
の
学
生
と
自
由
に
交
流

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
あ
き
た
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
家
庭
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み　

㈶
秋
田
県
国
際
交
流
協
会

　
（
☎
0
1
8
―
8
9
3
―
5
4
9
9
）へ

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

平
成
27
年
歌
会
始
の

お
題
と
詠
進
歌

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

太
極
拳
講
習
会

〜
初
心
者
募
集
〜

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

秋
田
県
国
際
交
流
協
会
事
業

あ
き
た
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

平
成
26
年
度
第
一
回

湯
沢
市
雄
勝
郡

歯
科
医
師
会
学
術
講
演
会

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2014.05.01
12



　
4
月
6
日
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た

佐
々
木
さ
ん
の
自
宅
を
市
長
が
訪
問
し
、
祝
い

状
と
お
祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
「
三
度
の
食
事
を
き

ち
ん
と
摂
る
な
ど
決
め
ら
れ
た
時
間
を
守
り
、

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て
い
る
こ
と
」
と

息
子
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
々
木
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
に
祝
福
し

て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
。
百
歳
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
家
族
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
長
寿

佐
々
木　

傳　

治

さ

さ

き

で
ん

じ

さ
ん
（
吹
　
張
）

15
2014.05.01

　
三
月
十
九
日
〜
二
十
一
日
に
、
岩
手
県
・

安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
、
第
八
回

全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
・
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム（
大
回
転
）小
学
四
年

女
子
の
部
に
お
い
て
、
皆
瀬
小
学
校
四
年
・

佐
藤
か
な
で
さ
ん
が
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
か
な
で
さ
ん
は
、
高
校
二
年
生
と
中
学
校

三
年
生
の
兄
が
い
る
三
人
兄
弟
の
長
女
。
二

人
の
兄
が
ス
キ
ー
競
技
を
や
っ
て
い
る
姿
に

あ
こ
が
れ
、
五
歳
こ
ろ
か
ら
ス
キ
ー
競
技
を

始
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
優
勝
の
感
想
を
伺
う
と
「
優
勝
す
る
た
め

に
は
、
コ
ー
チ
で
も
あ
る
父
や
も
う
一
人
の

コ
ー
チ
の
指
導
を
よ
く
聞
い
て
、
人
よ
り
何

倍
も
練
習
し
て
う
ま
く
な
ろ
う
と
が
ん
ば
っ

て
き
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
左
タ
ー
ン

が
う
ま
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
集
中

し
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
会
で
は
練

習
の
成
果
が
出
て
、
う
ま
く
滑
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
。

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
喜
び
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
チ
で
も
あ
る
、
父
・
佐
藤
一
さ
ん
は

「
私
が
教
え
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
コ
ー
チ

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
結
果
を
通
じ
て
、
選
手
も
コ
ー
チ

も
さ
ら
に
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
優
勝
で
、
今
ま
で
は
ト
ッ
プ
選
手

を
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
目
標

と
さ
れ
る
選
手
に
な
る
の
で
、
精
神
面
で
の

成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
父
と
し
て
の
感
想
を
伺
う
と
「
本
当
に
心

底
う
れ
し
い
。
国
体
選
手
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
に
入
っ
た
選
手
を
育
て
て
き
ま
し
た
が
、

娘
の
活
躍
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

満
面
の
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
か
な
で
さ
ん
に
将
来
の
目
標
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
「
こ
れ
か
ら
も
ス
キ
ー
競
技
を
続
け
て

い
き
た
い
。
小
学
校
で
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
競
技
し
か
な
い
の
で
、
中
学
生
に

な
っ
た
ら
、
兄
と
同
じ
よ
う
に
ス
ラ
ロ
ー
ム

競
技
を
や
っ
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
な
れ

た
ら
い
い
な
」
と
、
ち
ょ
っ
と
照
れ
た
よ
う

な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

は
じ
め

と
う

さ

笑顔で、将来の目標を話してくれた
かなでさん

市
長
か
ら
祝
い
状
を
受
け
る
佐
々
木
さ
ん

第８回全国小学生
アルペンスキー大会で
見事優勝!

皆瀬小学校4年
佐藤かなでさん

TOPICS トピックス

け
つ

ひ

2014.05.01
14

　森林の持つ役割や重要性、自然保護の保全に対
する意識について、参加者みんなで共有し、森・
林・木が森づくりを支えている意識を高めるため、
開催します。
◯と　き　6月6日㈮／雨天決行
◯ところ　奥小安の田代沼周辺（小安とことん山）
◯参加料　大人五百円　※当日徴収します。
◯定　員　30人（先着順）
◯持ち物　昼食・飲み物・雨具・タオルなど
◯日　程　

◯申し込み・問い合わせ　5月28日㈬まで、農林
　課農地森林整備班（☎78‒1172）へ

8:40
8:50
9:50
10:00～11:40
11:40～13:00
13:00～14:30
14:40
14:50
15:30

旧中央病院跡地集合・受け付け
旧中央病院跡地出発（稲川支所～皆瀬支所経由）
田代沼到着・開会式
田代沼周辺自然観察会
とことん山へ移動（昼食と自由時間）
講話（山菜・きのこの基礎知識とマナー）
閉会式
とことん山出発（皆瀬支所～稲川支所経由）
旧中央病院跡地到着・解散

　湯沢市では、市内の森林から採取したなめこ
の野生株を選抜し、培養した湯沢市オリジナル
品種の 「原木なめこ」 の特産化、販売拡大を目
指し、事業を進めていましたが、その販売包装
に使用するラベルの図案が決まりました。
　秋田公立美術大学に委託し、学生の公募によ
り応募点20点のうち、大学教員による一次審査
後の5点から採用1点、佳作2点が決まりまし
た。

◆作　　者　佐藤蒔子さん
　（秋田公立美術大学3年）
◆作品紹介　「ふるさとの
　ぬくもりが感じられるよ
　うな、あたたかい雰囲気
　を目指しました」

　市では、オリジナルなめこの販売包装にシー
ルとして貼り、販売促進を目指す予定です。
◯問い合わせ　農林課農地森林整備班
　　　　　　　（☎78-1172) へ

さ とうまき こ

自然観察会と山菜きのこ講座自然観察会と山菜きのこ講座

   市では、3月24日の新庁舎開庁に先立ち、庁舎見学会を実施いたしましたが、業務開始後の庁舎内を、
広く市民の皆さんにご覧いただくため、次の日程で見学会を開催します。

•庁舎案内は、説明を含め1時間程度です
•駐車場（湯沢生涯学習センター西側）は
　スペースが少なく、駐車できない場合も
　ありますので、乗り合わせてお越しいた
　だく等ご協力をお願いします

◯と　き　①5月20日㈫午前10時30分　②5月21日㈬午前10時30分
　　　　　③5月26日㈪午前10時30分　④5月27日㈫午前10時30分

※午前10時20分まで新庁舎１階
市民ロビーにお集まりください。
※上記日程以外は対応できません
のでご了承ください。

○問い合わせ
　総務課総務班（☎73-2112内線531・532）へ
○問い合わせ
　総務課総務班（☎73-2112内線531・532）へ庁舎見学会庁舎見学会庁舎見学会新新新



4月から開館時間が変更になりました。
月～金曜日　午前9時30分～午後6時30分
土・日曜日　午前9時～午後5時

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

ぼくのくつしたはどこ？
ピクニック
いしをつんだおとこ
ルルとララのかわいいデザートレシピ

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

マライケ・テン・カーテ
ジョン・バーニンガム
あきやま ただし
あんびるやすこ監修

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

絵本をつくりたい人へ 月光の誘惑

　絵本を見るだけでなく、自分で
作ってみませんか？ 「絵本をつく
る？絵も上手ではないし、文章作
りも苦手…」 という人でも大丈夫｡
絵本って何だろう？からスタート
してみましょう。「この絵見たこ
とある!」 作家のインタビューに
も注目です。

　シングルマザーの美紀の秘密。
それは赤ん坊だった娘・涼子と出
会った15年前の出来事。しかし、
高校生になった涼子が遭遇した修
学旅行バス事故を契機に人びとの
隠された情事や憎悪、嘘が次々と
暴かれ、悪意の手は母娘の秘密に
も忍び寄る圧巻のサスペンス長編。

まほろばの心

帰ってきたヒトラー　上・下

日本の女は、100年たっても面白い。

いにしえの光

安田　暎胤

ティムール ヴェルメシュ

深澤　真紀

ジョン・バンヴィル

湯

湯

雄
稲

皆

新着図書案内

雄

一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

5月の特集・イベント5月の特集・イベント5月の特集・イベント

月5

～疲れた心の栄養になる本を特集～

と　き：5月24日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室   稲

と　き：5月17日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会

17
2014.05.01

　図書館は本や録音資料など10万点以上を所蔵しています。本や資料
を借りる時は、「貸出券」が必要です。赤ちゃんから貸出券を作れま
すので、利用者登録をしてみませんか？
≪利用者登録に必要なもの≫
•貸出券申込書（図書館に備えてあります）
•本人確認できるもの（運転免許証や健康保険証など）
※どこの施設で作った貸出券でも、市内４館で共通に使えます。

みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会

土井　章史／著
玄光社

赤川　次郎／著
新潮社

＝開館時間変更のお知らせ＝

児　童　前半：「みんな大好き!本の中のキャラクター」
　　　　後半：「本を読んで旅気分」

＝開館時間変更のお知らせ＝

児　童　前半：「みんな大好き!本の中のキャラクター」
　　　　後半：「本を読んで旅気分」

一　般「あなたのチャレンジ応援します」一　般「あなたのチャレンジ応援します」

現在使用可能な、各館で発行している貸出券です

一　般「心の健康特集」一　般「心の健康特集」
児　童「うたのせかいを楽しもう!」児　童「うたのせかいを楽しもう!」

と　き：5月10日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー   

おはなし会おはなし会

湯沢市チャレンジデー2014
みんなで目指せ金メダル

スポーツの力で
日本を元気に!

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

95

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎73－2163　FAX72－8515

湯沢のスポーツ情報

2014.05.01
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　4月1日号のユースポでもお知らせしましたが、全国で5月
28日に開催するチャレンジデーに、今年も湯沢市が参加するこ
とになりました。湯沢市民はもちろん、湯沢市外にお住まいの
人もこの日は湯沢市民の一員として参加することができます。
　当日のイベントなどは、5月15日号の折り込みチラシをご覧
ください。皆さんのご参加を待っています。
○と　　　き　5月28日㈬午前0時から午後9時まで
○参加対象者　この時間内に湯沢市にいる人
○参 加 方 法　湯沢市内で、15分以上継続して運動すること
　　　　　　　（ウオーキング、サイクリング、歩きながらの
　　　　　　　買い物など体を動かすことならなんでもＯＫ）
○参 加 報 告　湯沢市役所、総合体育館、各生涯学習センター
　　　　　　　などに備え付けの報告用紙で電話、ファクスま
　　　　　　　たは直接会場にて報告いただいてもＯＫです
○募　　　集　ボランティアスタッフを募集しています。興味
　　　　　　　のあるかたは下記へ問い合わせください。
※詳しい内容は、最寄りの生涯学習センターに設置してある
広報チラシをご覧ください。
○問い合わせ　チャレンジデー実行委員会事務局（生涯学習課
　　　　　　　スポーツ振興班内☎73‒2163）へ

○期　間　5月22日から平成
　27年２月12日までの木曜
　日（全18回）
○対　象　4月1日現在で満
　２・3歳（親子30組）
※詳しくは、4月15日号の折
り込みチラシをご覧ください。

【第32回湯沢七夕健康
　　　　　　マラソン大会】
○期　　日　8月7日㈭
○申込期限　6月20日㈮
　詳しくは、七夕マラソン実
行委員会事務局（スポーツ振
興班☎73-2163）へ
【パークゴルフ場】
1日から利用可能です

　県内25市町村対抗駅伝大会の開催が決定。第１回大会は秋田
市を舞台に、県内各市町村のランナーがタスキをつなぎます。
この駅伝は、小学生から一般までの各市町村代表選手たちが競
い合うレースで、湯沢市もこのレースに参戦すべく、準備を進
めています。選手選考はそれぞれの市町村が行います。市では、
関係団体の協力を得ながら、各種大会結果などを参考に代表選
手を選考・決定する予定です。
　詳細については、生涯学習課スポーツ振興班（☎73‒2163）
へ問い合わせください。
第1区 1.4㎞　小学生男子　　　第6区 2.4㎞　中学生女子
第2区 1.3㎞　小学生女子　　　第7区 6.4㎞　一般男子
第3区 4.1㎞　中学生男子　　　第8区 5.2㎞　高校生男子
第4区 4.0㎞　一般女子　　　　第9区 3.3㎞　高校生女子
第5区 4.4㎞　一般壮年（男女不問）

9月28日㈰“32.5㎞（9区間）正午スタート”
『ふるさとあきたラン!』

秋田25市町村対抗駅伝

スポーツイベント･
            施設情報

第46期
カンガルースクール
     (親子体操教室)
          参加者募集

スポーツイベント･
            施設情報

第46期
カンガルースクール
     (親子体操教室)
          参加者募集

　半年間のプログラムで健康の維持・増進
を目指します。
○と　き　6月17日から12月2日までの
　　　　　毎週火曜日（全24回）／
　　　　　午後7時～9時
○ところ　総合体育館、B＆G海洋センター
　　　　　ほか
○内　容　有酸素運動、水中運動、レクリ
　　　　　エーションスポーツ、体力測定、
　　　　　体脂肪測定ほか
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員　40人（先着順）
○参加料　5,000円（保険料含む）
○申し込み・問い合わせ　6月10日㈫まで
　参加料・印鑑を持参の上、総合体育館
　（☎72-6500）へ

生きがい健康教室参加者募集‼生きがい健康教室参加者募集‼

　誰でも気軽に楽しめるレクリエーション
スポーツを通じて、心も体もリフレッシュ
しましょう。全20回を３期に分けて募集・
実施します。
○と　き　5月の第2・4月曜日、
　　　　　6月の第3・4月曜日、
　　　　　7月の第1・2月曜日（全6回）／
　　　　　午後1時30分～3時30分
○ところ　総合体育館
○種　目　わなげ、フライングディスク、
　　　　　ミニテニス、フロアカーリング
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員　30人（先着順）
○参加料　１期 1,000円（保険料含む）
○申し込み・問い合わせ　5月12日㈪まで、
　参加料・印鑑を持参の上、総合体育館
　（☎72-6500）へ

きけいうらみ

生涯スポーツ教室第１期参加者募集‼生涯スポーツ教室第１期参加者募集‼

開催決
定

開催決
定

開催決
定
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●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎732163）へ
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第12回第12回 書人春季展書人春季展第1２回 書人春季展
●会場　湯沢生涯学習センター
●期間　5月1日㈭～10日㈯

2014.05.01
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○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・スキンシップ遊び
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●県南高校総体ハンドボール大会〔～11日、総合体育館〕

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○休日急患診療（☎732093）　○祝祭日救急歯科診療　姉崎
　歯科医院（雄勝／☎522330／午前９時～正午）
●ＪＡＳＳ全県ミニバスケットボール大会〔～6日、総合体育館〕
○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○休日急患診療（☎732093）　○祝祭日救急歯科診療　秋野
　歯科医院（雄勝／☎522511／午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○休日急患診療（☎732093）　○祝祭日救急歯科診療　木村
　歯科医院（湯沢／☎721120／午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○休日急患診療（☎732093）　○祝祭日救急歯科診療　西馬
　音内ながさわ歯科医院（羽後／☎55８３５５／午前９時～正午）
●第３４回秋田県社会人ハンドボール選手権大会〔～4日、総合体育館〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／救急救命指導　
●チャレンジデー〔湯沢市全域〕午前０時～午後９時
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

●湯沢市スポーツ少年団結団式〔総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール開校式〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

○ゆざわ新鮮楽市
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時　
○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・スキンシップ遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

○ゆざわ新鮮楽市　
○湯沢図書館休館日

●東北フットサルリーグ〔総合体育館〕

●南中バスケットボール部招待試合〔～18日、総合体育館〕

●グラウンドゴルフサーキット第１戦〔役内川河川公園〕
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●第2回湯沢市長杯争奪8人制バレーボール県南大会〔総合体育館〕

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124内線251~253）へ

全血

１３：３０～１４：１０
１５：００～１６：００
１０：００～１１：４０
１３：００～１６：００
１０：００～１１：４０
１３：００～１６：００

１０：００～１１：１０
１３：００～１４：００
１４：４０～１５：４０
１０：００～１０：４０
１１：２０～１２：００

協和精工㈱皆瀬工場
光ガラス㈱秋田加工工場

イオンスーパーセンター湯沢店
（ふれあい献血キャンペーン）

イオンスーパーセンター湯沢店
（ふれあい献血キャンペーン）

20日㈫

24日㈯

25日㈰20日㈫

７日㈬

全血

全血
（400ｍLのみ）

5月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

○と　き　5月18日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成26年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

5月21日㈬

㈱　 松　　　田
湯沢グランドホテル
ＪＡこまち本店
み な せ 木 工
皆 瀬 総 合 支 所

○ゆざわ新鮮楽市　

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

４月15日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

しょうご

み　お

み　う

けんた

さ　ら

榊 原　将 悟くん

千 　　は なちゃん

藤 川　美 桜ちゃん

佐 藤　珠 羽ちゃん

岩井川 健 汰くん

髙 橋　沙 羅ちゃん

3.24

3.25

4. 3

4. 7

4.10

4.13

中 野 町 １

千 石 町 北

寺　沢　中

平清水第４

松並表通り

愛宕町第４

徹朗さん・千秋さん

忍さん・朋子さん

和行さん・真智子さん

正徳さん・弘美さん

強さん・貴子さん

正信さん・亜沙美さん

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

3.31

4. 1

4. 4

4. 5

4. 6

4. 6

4. 7

4. 8

4.10

4.10

4.11

4.11

4.13

62

97

81

80

86

69

82

67

90

71

95

93

82

杉沢裏第１

六 日 町 上

酒　　　蒔

西 二 ツ 橋

愛 宕 新 町

外　堀　上

二　井　田

北　荒　町

中学校通り

深 堀 １ 区

新　　　処

上 ノ 宿 下

宇 留 院 内

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

本　町　２

神　明　町

八　面　３

八　面　２

宮　　　田

佐　　　野

菻　　　田

55

73

63

72

79

76

65

3.21

4. 2

4.11

4.11

4.12

4.12

4.15

本　人

本　人

幸　吉

誠　一

淳　己

利　儀

尙　人

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

ぬくもりの里たてやま

新　馬　場

落　　　合

桑　　　沢

寺　　　町

堺　　　２

川　　　井

86

89

75

85

89

77

85

4. 4

4. 6

4. 7

4.10

4.10

4.15

4.15

本　人

順　一

賢

眞　一

孝　士

エサ子

信　夫

2014.05.01
18

一　平

本　人

英　喜

柴田勉

權治郎

幸　惠

貫　一

徹

本　人

昭　仁

克　男

良　悦

充

石 井 与志夫さん

小野寺 新 一さん

木 村　和 子さん

沓 澤　恒 作さん

佐 藤　忠 一さん

佐 野　利 雄さん

折 原　 　髙さん

藤 田　英 男さん

髙 橋　榮 治さん

藤 原　英 實さん

髙 橋　利 光さん

山 　　タ カさん

藤 木　久 義さん

柴 田　陽 子さん

吉 田　明 子さん

柴 田　チ ヨさん

高 橋 美喜雄さん

佐々木カメヨさん

舘　　 良 助さん

髙 橋　和 男さん

４月15日届け出分まで

伊 藤 　　　さん

藤 田 トシ子さん

渡 部　　 宏さん

栗 田　キ ミさん

太 田 ヨシ子さん

髙 橋　秀 次さん

髙 橋　ア イさん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

羽　　　場854. 3 千鶴子髙 橋　甚 一さん
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回

人

　小野小町の菩提寺といわれる向野寺を訪れ、
小町自らが彫ったといわれる小町像と対面。
　３人はこれからの活動を思いながら、それ
ぞれ手を合わせ祈っていました

百
七
百
七

広報

5.1  Vol.218
■発行日／2014.5.1
■発行／湯沢市　■編集・デザイン／総務部総務課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-73-2112、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　　■広報へのメール／koho@city.yuzawa.ｌｇ.jp　■市長へのメール／shicho@city.yuzawa.ｌｇ.jp

湯
沢
を
知
ら
な
い
女
性
の
視
点
で
【
ゆ
ざ
わ
】
の
可
能
性
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

「
地
域
お
こ
し
小
町
隊
」
活
動
ス
タ
ー
ト
！

　

湯
沢
市
で
は
四
月
か
ら
、
増
永
洋
子
さ
ん
（
28
）、

岩
間
美
幸
さ
ん
（
27
）、
荻
原
佳
さ
ん
（
31
）
の
女

性
三
人
を
「
地
域
お
こ
し
小
町
隊
（
協
力
隊
）」
と

し
て
委
嘱
。
新
た
な
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
平
成
二
十
一
年
に

総
務
省
が
制
定
し
た
制
度
。
地
域
外
の
人
材
を
積
極

的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、

都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
四
月
に
初
め
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
二
名
を
委
嘱
し
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情
報
発

信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
年

目
と
な
る
今
回
は
、
小
野
小
町
生
誕
の
地
に
ち
な
み
、

女
性
な
ら
で
は
の
感
覚
や
セ
ン
ス
、
視
点
を
生
か
し

た
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
も
う
と
「
地
域
お
こ
し
小

町
隊
」
と
し
て
女
性
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

　

増
永
さ
ん
は
東
京
都
町
田
市
出
身
。
以
前
は
、
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。「
保
育
士
と
し
て

働
く
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ

の
範
囲
を
日
本
全
体
に
広
げ
、
多
く
の
こ
と
を
知
り
、

学
び
た
い
と
考
え
て
い
た
と
き
に
、
湯
沢
市
の
募
集

を
知
り
、
自
然
の
豊
か
さ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
取
り

組
み
を
見
て
、
湯
沢
に
行
き
た
い
と
決
め
ま
し
た
」

　

岩
間
さ
ん
は
愛
媛
県
出
身
。
東
京
で
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。「
友
人
が
協

力
隊
員
だ
っ
た
の
で
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
に
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加
す
る
と
、
良
い
物
は
あ

る
の
に
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
Ｐ
Ｒ
が
で
き
て
い
な
い

と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
女
性
の
感
性

と
視
点
を
求
め
て
い
る
湯
沢
市
に
応
募
し
ま
し
た
」

　

荻
原
さ
ん
は
秋
田
市
出
身
。
東
京
で
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
県

立
大
学
の
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。「
机
の
上

で
デ
ー
タ
を
集
め
て
研
究
す
る
よ
り
も
、
地
域
に
身

を
置
き
、
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

た
だ
、
帰
っ
て
き
た
ら
、
秋
田
が
ダ
メ
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
嫌
だ
っ
た
の
で
、
県
内
で
、
し
か

も
女
性
を
求
め
て
い
た
湯
沢
に
応
募
し
ま
し
た
」

　

今
は
、
市
内
の
名
所
旧
跡
を
巡
り
な
が
ら
、
歴
史

や
文
化
な
ど
を
学
ん
で
い
る
三
人
。「
湯
沢
を
学
び
、

自
分
が
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い
（
増

永
）」「
漆
器
や
お
酒
な
ど
、
い
ま
あ
る
物
産
の
知
名

度
を
上
げ
る
Ｐ
Ｒ
方
法
を
考
え
た
い
（
岩
間
）」「
湯

沢
と
大
学
・
学
生
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
た
い
。

（
荻
原
）」
と
話
し
ま
す
。
三
人
は
今
後
三
年
間
、
ジ

オ
パ
ー
ク
や
小
野
小
町
の
情
報
発
信
な
ど
の
ほ
か
、

独
自
文
化
等
の
調
査
・
発
掘
と
地
域
お
こ
し
、
滞
在

型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
す
な
が
よ
う
こ

い
わ
ま

み
ゆ
き

お
ぎ
わ
ら
け
い
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